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若者たちの挑戦が、若者たちの挑戦が、
秋田の未来をつくる秋田の未来をつくる特別対談

新春

　秋田県が実施している「若者チャレンジ応援事業」に採択され、オリジナルハードサイダー※の
開発、販売を実現させた阿部円香さんが、佐竹知事と対談を行いました。
※ハードサイダーとは、リンゴなどから作る発泡性果実酒のこと

阿部さんは、現在、横手市十文字町で、ゲストハウス＆発酵バル「Hostel＆Bar　CAMOSIBA
（カモシバ）」の経営や横手産のりんごを使ったハードサイダーの製造などを行う株式会社杢の代表を
務めています。

秋田県知事

佐竹 敬久
株式会社 杢

もく

代表取締役 阿部 円
ま ど

香
か

秋田に出会いを「醸す」場を

知事 阿部さんは、大学時代に1年間休学して、世界各国
を旅したと聞きました。「CAMOSIBA」を立ち上げたのは、
海外の旅がきっかけですか？
阿部 はい。在学中に約30カ国を旅しました。旅先のゲスト
ハウスで現地の人と友達になったり、旅行者同士で情報
交換するなど、出会いに恵まれました。そんな場所が地元
秋田にもあったらいいなと、横手に残る築約100年の古民家

を改装して「CAMOSIBA」を始めました。名前の由来は
「醸す場」です。横手の発酵文化や、私の実家がこうじ屋である
ことにちなみ、旅人と秋田に暮らす人が交流し、さま
ざまな化学反応が起こる場になってほしいとの思いを込め
ています。
知事 いろいろな国の文化や歴史に触れ、何かを学び
取ろうとする姿勢が素晴らしい。海外を巡ったことも事業を
始めたことも、度胸がありますね。
阿部 ありがとうございます。

株式会社 杢
もく

令和3年設立。横手市十文字町 で、「Hostel&Bar 
CAMOSIBA」（平成29年開業）とハードサイダーブランド
「OK,ADAM」（令和2年立ち上げ）を経営。
　代表の阿部円香さんは、平成2年横手市十文字町生まれ。
経済産業省の補助金を活用し、今年新たに、「OK,ADAM」
の醸造所とサウナ付きの一棟貸切宿を稼働予定。
Hostel＆Bar CAMOSIBA
〒019-0525　横手市十文字町曙町7-3
TEL.0182-23-5336

地元への思いが変化

知事 秋田で事業をやろう
と思ったきっかけは？
阿部 「秋田には何もない」
と悲観して東京の大学を
選びましたし、大学卒業後
も都内の就職を検討しま
した。しかし、自分が本当

にやりたいことはなにかと考えた結果、自分の理想に一番
近いのは、地元でゲストハウスを開くことではないかと感じ
ました。
知事 海外で過ごしたことも、秋田への思いの変化に影響
しているのかな？
阿部 秋田を俯瞰的（ふかんてき）に捉えるようになったと
感じます。秋田のコミュニティーの密接さや人の関係性の
近さは窮屈だと言われがちですが、私はマイナスには思って
いません。開業から現在に至るまで、事業を応援して
くださる地元の方々も多くいました。
知事 何もやらなければ、応援してくれる人は出てこない。
でも、一歩踏み出すと、助けてくれる人が出てくるんですよね。
何かに挑戦する人を熱く応援する人が、秋田にはたくさん
います。若者たちには、失敗を恐れず「まずやってみる」の
精神で、阿部さんのように積極的に一歩を踏み出してほしい
ですね。

県の支援で本場アメリカへ

知事 今春には、ハードサイダーの醸造所を開く予定だ
そうですね。これもまた、大きな挑戦ですね。
阿部 県の「若者チャレンジ応援事業」に採択され、約１カ
月間、アメリカの醸造所で技術を学ぶことができました。
帰国し、ハードサイダーのブランド「OK,ADAM（オーケー
アダム）」を立ち上げ、県内外の醸造所の設備を借りて製造。
20種類ほどの商品を開発しました。今年は自分たちの醸造
所のほか、サウナ付きの一棟貸切宿も始める予定です。
知事 すごいね！醸造所まで造るなんて、なかなかできない
こと。人生誰でも一度きり。この一回をどう生きるか。失敗
してもいい。失敗を経験に前に進むことが大切。攻めの
姿勢で挑戦することも必要ですよね。

若者の挑戦が地域を動かす

阿部 アメリカでハード
サイダーの製造や販売、
文化の普及に携わる人
たちと出会った縁で、昨年
7月に現地を再訪し、
横手産リンゴ「紅(くれ
ない)の夢」の果汁を
空輸し、向こうで仕込みました。「紅の夢」は栽培が難しい
のですが、それでも、栽培を続ける横手の農家さんたちの
存在が事業の原動力になっています。人や地域とのつな
がりから受ける影響は、すごく大きいです。
知事 横手の方々にとっても、良い刺激になりますね。
若者の挑戦から刺激を受けて、地域が明るくなる。これが
まさに、若者応援の事業を始めた狙いなんです。
阿部 ハードサイダーを始めたのも、宿で地元の果樹
農家さんと出会い、横手産リンゴの魅力を教えてもらった
ことがきっかけでした。
知事 日本では融資を受ける際に、企業の歴史や実績が
重視されますが、海外では若者やベンチャーへの投資が
盛んで、世界をけん引する大企業も、元々は若者が立ち上げ
た小さな組織だったりしますよね。歴史、実績にとらわれ
ない支援は、やはり必要だと思うんです。新しい挑戦や
発想がなければ、何事も前に進まない。若者のチャレンジ
精神こそ秋田を動かすエンジンだし、若者たちが何かに
挑むことで、人とのつながりが地域に生まれ、つながりの中
から新しい発想が膨らんでいく。これこそが地域活性だと
思います。
阿部 醸造所やサウナが稼働したら、また新たなつながり
が生まれるはず。楽しみにしています。
知事 「秋田には何もない」と言われますが、何かに挑戦
する人がいる限り、「ない」ではないんだな。阿部さんの
ように地元で挑戦する若者の存在は、地域と秋田の子ども
たちに夢と希望を与えると思いますね。頑張ってください。

若者チャレンジ応援事業 次代を担う若者の夢の実現に向けたチャレンジを支援することによって、若い世代の地域活性化に向けた戦略的な取り組み
を促進し、地域の元気創出につなげるため、令和元年度に創設。これまでに、延べ123件の応募の中から、19件を採択しました。

CAMOSIBA OK,ADAM
OK,ADAMの
ハードサイダー
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　ケアラーとは、介護や看病、療育が必要な家族などを無償で世話している人のことをいいます。
本来大人が担うと想定されている家族の世話などを日常的に行っている子どもは、「ヤング
ケアラー」と呼ばれています。
　ケアラーは、「家族が介護するのは当たり前」と考えて、悩みを抱え込んでいることも。一人
で悩まず、周囲に相談してみましょう。

出典：一般社団法人日本ケアラー連盟の資料（https://carersjapan.com）を加工して作成

知っていますか？
ケアラーケアラーのこと

ケアラー の一例 ヤングケアラー の一例

障害のある子どもを育て
ている

障害のある家族に代わり、
買い物・料理・洗濯など、
家事をしている

仕事を辞めて一人で親の
介護をしている

目が離せない家族の
見守りや声掛けなどの
気遣いをしている

自身の健康不安を抱え
ながら高齢者の世話をし
ている

家族に代わり、幼いきょう
だいの世話をしている

アルコール・薬物依存
やひきこもり等の家族を
世話している

家計を支えるために働き、
病気の家族を助けている

もしかして、あなたも “もしかして、あなたも “ケアラーケアラー”？”？
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　厚生労働省が令和2・3年度に行った調査
では、小学6年生の6.5％、中学2年生の
5.7％、高校2年生の4.1％、大学3年生の
6.2％がヤングケアラーとされており、実際
には県内にもっと多くの
ヤングケアラーが
いる可能性もあ
ります。これは
ケアラーについ
ても同様と考え
られます。

　ケアラーは特別な存在ではありません。
誰もがケアラーになり得ます。家庭内の
ことは、周囲になかなか相談しづらいも
のですが、話すだけでも気が楽になるかも
しれません。気軽にご相談ください。

こんな悩みを抱えていませんか？

　令和3年度に県が行った実態調査によると、
県内には少なくとも614人のケアラーが
おり、そのうち54人はヤングケアラーである
ことが分かりました。

お問い合わせ先  県長寿社会課　☎018-860-1364

平日１０時〜１８時対応時間

自分の自由な
時間が取れない

孤立している
と感じる

十分な睡眠時間
が取れない

宿題や勉強の
時間が取れない

ただ話を
聞いてほしい

友だちと遊ぶ
ことができない

家族の世話と仕事
の両立が難しい

LINEで相談できるようになりました！

県の現状 ヤングケアラーの数は氷
山の一角？

掃除や洗濯
などの家事

食事の世話
（買い物・調理、
食事介助、
後片付けなど）

通院の
付き添い

匿名OK 秘密厳守

調査結果

潜在する
ヤング
ケアラー

身の回りの
世話

（衣服の着脱介助、
服薬管理など）

ケアラーが担っている世話の内容
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お知らせ

賃金向上・女性活躍に取り組む 
事業者の皆さまへ

「賃金水準の向上」に取り組む事業者
を応援するため、県の業務委託契約を企画
提案競技で審査する際、事業者の取り組み
に応じて加点します。
詳しくは、美の国あきたネットをご確認

ください。
※�「女性の活躍推進」の取り組みへの
加点は既に実施しています。
実施時期「賃金水準の向上」

令和5年2月1日～
「女性の活躍推進」

令和4年5月1日～
�コンテンツ番号　63561

問 �「賃金水準の向上」に関すること
� 県総合政策課　☎018-860-1212
問 �「女性の活躍推進」に関すること
県次世代・女性活躍支援課
☎018-860-1555

税の申告は期限内に！
所得税・復興特別所得税、住民税、
贈与税の申告期限は3月15日、個人事業者
の消費税・地方消費税の申告期限は
3月31日です。期限内に申告しましょう。
ご自宅でも利用可能なスマホ申告や、
便利で確実な口座振替をご利用ください。
詳しくは、最寄りの税務署か、お住まい

の市町村税務担当課にお問い合わせくだ
さい。

確定申告書作成　
コーナーはこちら▶
（スマホ専用画面）　

�コンテンツ番号　20914
問 �県税務課　☎018-860-1123

ヘルプマークを知っていますか
心臓疾患などの内部障害や発達障害

など、外見からは分からなくても、援助を
必要としていることを周囲に伝えるための
マークです。このマークを見掛けたら、
電車内で席を譲る、困っているようで
あれば声を掛けるなど、
思いやりのある行動をお願
いします。
ヘルプマークは、市町村、
県地域振興局、県障害
福祉課などで配 布して
いますので、お気軽にお問い
合わせください。

�コンテンツ番号　30131
問 �県障害福祉課
☎018-860-1331

電子マネーを悪用した 
特殊詐欺に注意！

次のような詐欺の手口が増えています。
○�パソコンに警告画面が表示され、修復
費用として電子マネーの購入を要求
○�メールで当選金を受け取るための手数料
として電子マネーの購入を要求
�少しでもおかしいと思ったら、すぐに
警察に相談してください。

【警察相談専用電話】#9110
問 �県警察本部生活安全企画課
☎018-863-1111

雪下ろし等除排雪中の 
事故に注意！

1月7日（土）～1月15日（日）は、「秋田県
雪害事故防止週間」です。この時期は
降雪量が多く、屋根の雪下ろしや雪寄せ
を行う機会が増加し、屋根からの転落など
の重大な事故が発生しています。
除排雪作業を行う場合は、安全対策を
万全にし、事故防止に努めましょう。

◆安全対策のポイント◆
○２人以上で作業を！
※�やむを得ず１人で作業を行う場合は、
家族や近所の方に声を掛けましょう。
○携帯電話を身に付ける！
○作業中はこまめに休憩を！
○適切な服装で！（防寒性のあるものなど）
○�ヘルメット・命綱・墜落制止用器具の
装着を！
○「はしご」はしっかり固定！
○屋根からの落雪に注意！
○除雪機利用中の事故に注意！

�コンテンツ番号　39163
問 �県県民生活課　☎018-860-1522

公共職業訓練・求職者支援訓練を
受講する皆さまへ

コロナ禍において公共職業訓練や求職
者支援訓練を受講する方を支援するため、
受講する際のテキスト代等の費用を支援
しています。
対象訓練を受講中の方や、今後受講を
予定している方は、ぜひご利用ください。
詳しくは、美の国あきたネットをご確認

ください。
�コンテンツ番号　68339

問 �県雇用労働政策課
☎018-860-2301

県公式ウェブサイトコンテンツ番号がある情報は、美の国あきた
ネット画面上部の「サイト内を検索する」に番号
を入力すると詳細をご確認いただけます。情情報報ののひひろろばば
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審議会などの委員を募集します！
県民の皆さまの意見を広く県政に反映

させるため、審議会などの委員を募集し
ます。
皆さまの貴重なご意見を、ぜひお聞

かせください！
募集する審議会や応募方法など、詳しく

は美の国あきたネットをご覧ください。
募集期間 1月4日（水）～2月3日（金）
コンテンツ番号　3178
問 �県総務課　☎018-860-1057

秋田県育英会学生寮の入寮生募集
首都圏の大学・短大・専修学校に進学
予定の方や在学生の方を対象に、学生寮
への入寮生を募集します。
寮には管理人が常駐し、食事、健康

など親身に相談に乗ってくれます。セキュリ
ティーも万全です。本会の奨学金を利用
している方も申し込みできます。
※�男子寮は建替検討中のため、途中退寮
をお願いする場合があります。
所在地 男子寮　東京都世田谷区

女子寮　�神奈川県川崎市
中原区

前期募集 1月10日（火）～1月23日（月）
後期募集 2月6日（月）～2月20日（月）
問 �（公財）秋田県育英会
☎018-860-3552
教育庁総務課　☎018-860-5111

2023フリースタイルスキー 
秋田・田沢湖モーグル競技会開催！
本大会は、モーグル競技で世界を目指

す選手達の登竜門です。ワールドカップ
でも使用された黒森山コースで競技が
行われます。
選手達の白熱のプレーを、ぜひご覧く

ださい。
期　日 2月18日（土）～19日（日）
会　場 たざわ湖スキー場（仙北市）
料　金 無料
 コンテンツ番号　69147

問 県スポーツ振興課
☎018-860-1243

画家　岸田 劉
りゅう

生
せい

の軌跡展
日本の近代美術史を代表する画家・
岸田劉生。本展覧会では、油彩画、水彩画、
墨画、素描、装丁画など、多彩な芸術表現
を展開し、38歳という若さで早世した
岸田の画業を紹介します。
日　時 11月13日（日）～1月22日（日）

10：00～18：00（最終入場17：30）
※�12月31日（土）～1月2日（月）
は休館

会　場 県立美術館（秋田市）
料　金 一般1,000円、高・大学生800円、

中学生以下無料
 コンテンツ番号　68759

問 県立美術館　☎018-853-8686
教育庁生涯学習課
☎018-860-5183

催　し

「あきた女子活交流会」参加者募集
“秋田で働きたい”女子学生の皆さま

を対象に、秋田で働く先輩女性に、就職
に関する質問や相談を気軽にできる
「オンライン交流会」を開催します。特別
サポーターとして、フリーアナウンサーの
相場詩織さんも参加します！
日　時 2月12日（日）14：00～16：30
会　場 Zoomによるオンライン開催
定　員 20名
※服装自由、事前申込要
コンテンツ番号　45368

問 県移住・定住促進課
☎018-860-1248

秋田内陸線スノーアート2023 
in縄文小ヶ田

雪が降り積もった田んぼに足跡で
模様を描くスノーアートを、内陸線縄文
小ヶ田駅前で実施します。スノーアートなら
ではのダイナミックさを、ぜひご鑑賞くだ
さい。
また、期間中18時から21時15分まで
は、ライトアップを行います。光と影の
コントラストもお楽しみください。

期　日 2月3日（金）～12日（日）
※気象条件により変更の
可能性有

会　場 秋田内陸線縄文小ヶ田駅前
（北秋田市）

料　金 観覧無料
 コンテンツ番号　61828

問 県交通政策課
☎0186-82-2114

4・8・12・2月の
第2土曜日 秋田魁新報・北羽新報
第2日曜日 北鹿新聞

新聞「あきた県広報」

第1土曜日  17:25  秋田放送
第2土曜日  13:55  秋田テレビ
第2土曜日  15:30  秋田朝日放送

テレビ「あきたびじょんNEXT」

第２・４金曜日
7:50　エフエム秋田

ラジオ「秋田県からのお知らせ」 Twitter noteFacebook

情報のひろばの内容は、新型コロナウイルス
感染症などの影響により、変更になる可能性
があります。お問い合わせいただくか、
美の国あきたネットなどでご確認ください。

県政広報
のご案内
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▲�あきたこまちとドライフラワーを使った
イヤリング

◀�制作中の様子。手先の器用さが問われる

あきたこまちのアクサセリー
　大仙市の西尾のどかさんのブランド「お花とお米
のアクセサリー d

どっか
ocka」では、県産あきたこまちを

使ったハンドメイドアクセサリーを制作しています。
　半透明で美しい生米やナチュラルな色合いの

稲穂を、ドライフラワーなどとともに、型に彩り良く
配置。これらをレジン（樹脂）で固め、

角を磨くなどしてアクセサリーに加工
します。初めて見た方は「これがお米

なの!？」と驚かれるそうです。
　「あきたこまち」を使うことにこだわる西尾さんは「作品を通
して秋田のファンを世界中に増やしたい。秋田の美しい田園風景
をたくさんの人に見にきてほしい」と話してくれました。
　秋田のＰＲに一役買っているお米のアクセサリー。優しい色合い
に癒やされました。

卯年に願う
明けましておめでとうございます。
今年の干支は「卯

う

」うさぎさんですが、「子
ね

、丑
うし

、
寅
とら

・・・酉
とり

、戌
いぬ

、亥
い

」と続く十二支の動物はどのよう
にして決まったのでしょうか。

一説によれば、神様がさまざまな動物たちに、
元日に自分の所に来れば褒美をあげると言って、
褒美をもらった先着12の動物の来た順序が十二
支の順序ということです。

面白いのは、最初に着いたのは丑（牛）ですが子
（鼠

ねずみ

）が丑の背中に乗っていて、丑が神様に着く
直前に前に飛び降り、結果、子が１番になったと
語られています。

また、子は猫に１月２日と嘘を教えたので、猫
は十二支から外れ、その時から猫は鼠に恨みを
持ち、鼠を捕ろうとしたということです。

さて、なかなか収まらないコロナ禍やロシアの
ウクライナへの侵略、極度な円安による燃料費や
物価の高騰など、好ましくない出来事が多かった
昨年ですが、今年はうさぎの真っ白で柔らかな
毛並みのように明るく、ぴょんぴょん跳ね回るような、
街に活気が戻る年になってほしいと願うばかり
です。

皆さまにとって、今年がより良い年であります
ように！




